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自
衛
官
自
殺
問
題
に
対
す
る
防
衛
省
の
取
り
組
み
に
関
す
る
第
三
回
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
八
第
二
七
二
号
）
及
び
「
前
々
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
八
第
二
一
二
号
）
を
踏

ま
え
、
再
度
質
問
す
る
。

一

い
じ
め
の
定
義
如
何
。

二

自
衛
隊
に
お
い
て
、
上
司
に
よ
る
部
下
へ
の
い
じ
め
、
ま
た
は
同
僚
間
で
の
い
じ
め
な
ど
、
い
じ
め
の
問
題
は
存
在
す
る

か
。
自
衛
隊
に
お
け
る
い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
、
防
衛
省
は
詳
細
を
把
握
し
て
い
る
か
。

三

「
前
々
回
答
弁
書
」
で
、
防
衛
省
に
お
け
る
自
衛
官
自
殺
の
原
因
分
析
に
つ
き
、
「
防
衛
省
と
し
て
は
、
一
般
に
、
自
殺

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
複
合
的
に
影
響
し
合
っ
て
発
生
す
る
も
の
で
あ
り
、
個
々
の
原
因
に
つ
い
て
特
定
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
も
多
い
と
考
え
て
い
る
が
、
防
衛
省
に
お
い
て
は
、
自
殺
の
原
因
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
特
定
で
き
る
よ
う
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
『
病
苦
』
、
『
借
財
』
、
『
家
庭
問
題
』
、
『
職
務
』
、
『
そ
の
他
・
不
明
』
と
い
う
区
分
に
整

理
し
て
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
い
じ
め
に
よ
る
自
殺
は
右
答
弁
で
い
う
自
殺

原
因
の
ど
れ
に
分
類
さ
れ
る
か
。

四

二
〇
〇
七
年
七
月
、
海
自
護
衛
艦
「
き
り
さ
め
」
に
搭
乗
し
て
い
た
自
衛
官
が
自
殺
を
し
た
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
。

一



五

四
の
事
実
が
あ
る
な
ら
ば
、
「
き
り
さ
め
」
の
自
衛
官
が
自
殺
し
た
経
緯
に
つ
き
、
説
明
さ
れ
た
い
。

六

前
回
質
問
主
意
書
で
、
海
自
横
須
賀
基
地
所
属
の
一
等
海
士
が
二
〇
〇
四
年
十
月
に
自
殺
し
た
こ
と
に
対
し
て
一
等
海
士

の
両
親
が
自
殺
の
原
因
は
上
官
に
よ
る
い
じ
め
に
あ
る
と
し
て
上
官
の
元
二
等
海
曹
を
提
訴
し
た
件
（
以
下
、
「
一
等
海
士

自
殺
事
件
」
と
い
う
。
）
に
つ
き
、
防
衛
省
が
一
等
海
士
の
両
親
に
対
し
て
調
査
書
の
開
示
に
応
じ
な
い
理
由
並
び
に
「
一

等
海
士
自
殺
事
件
」
が
刑
事
事
件
に
な
ら
な
か
っ
た
理
由
に
つ
き
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
現
在
訴
訟
が

係
属
中
で
あ
る
事
案
に
係
る
お
尋
ね
で
あ
る
の
で
、
防
衛
省
と
し
て
お
答
え
す
る
こ
と
を
差
し
控
え
た
い
。
」
「
お
尋
ね
に

つ
い
て
は
、
個
別
具
体
的
な
事
件
に
お
け
る
海
上
自
衛
隊
の
警
務
隊
の
捜
査
活
動
の
内
容
に
係
る
事
柄
で
あ
る
の
で
、
お
答

え
す
る
こ
と
を
差
し
控
え
た
い
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
、
「
一
等
海
士
自
殺
事
件
」
に
つ
き
、
あ
く
ま
で
情
報
を
開
示
す

る
こ
と
を
拒
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
自
ら
の
組
織
内
で
起
こ
っ
た
、
自
衛
隊
員
が
尊
い
命
を
自
ら
絶
つ
こ
と
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
と
い
う
い
た
ま
し
い
事
件
に
対
し
、
防
衛
省
自
身
が
右
政
府
答
弁
の
様
な
態
度
で
臨
む
の
な
ら
、
い
く
ら
「
自
殺
防
止

対
策
」
を
は
じ
め
様
々
な
対
策
を
講
じ
よ
う
と
も
、
防
衛
省
の
組
織
自
体
の
改
善
に
は
つ
な
が
ら
ず
、
抜
本
的
、
根
本
的
な

自
殺
防
止
の
た
め
の
有
効
な
対
策
と
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
家
族
を
失
っ
た
一
等
海
士
の
遺
族
の
感
情
も
鑑
み
る

時
、
「
一
等
海
士
自
殺
事
件
」
に
つ
い
て
積
極
的
な
情
報
開
示
に
応
じ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
石
破
茂
防
衛
大
臣
の

二



見
解
如
何
。

七

自
衛
隊
員
の
自
殺
防
止
の
た
め
の
防
衛
省
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
「
前
々
回
答
弁
書
」
で
は
「
防
衛
省
と
し
て
、
自
衛

隊
員
の
自
殺
防
止
に
つ
い
て
は
、
防
衛
庁
（
当
時
）
に
設
置
さ
れ
た
『
自
衛
隊
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
検
討
会
』

に
よ
る
平
成
十
二
年
十
月
六
日
の
『
自
衛
隊
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
提
言
』
を
踏
ま
え
、
二
十
四
時
間
受
付
相
談

窓
口
を
設
置
す
る
な
ど
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
体
制
の
充
実
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
啓
発
教
育
の
実
施
の
徹
底
、
自
殺

し
た
隊
員
の
身
近
な
隊
員
や
御
遺
族
に
対
す
る
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
等
の
施
策
を
検
討
し
、
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」

と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
防
衛
省
が
右
の
自
殺
防
止
対
策
を
講
じ
て
お
き
な
が
ら
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
二
〇
〇
六
年

ま
で
の
三
年
間
に
自
殺
者
が
百
人
を
超
え
、
国
家
公
務
員
の
中
で
も
突
出
し
て
高
い
の
は
な
ぜ
か
。
右
は
、
防
衛
省
の
組
織

自
体
に
何
ら
か
の
問
題
が
あ
る
か
ら
で
は
な
い
の
か
。
「
前
回
答
弁
書
」
で
は
「
御
指
摘
の
『
組
織
の
在
り
方
』
の
意
味
が

必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
防
衛
省
と
し
て
自
殺
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、
中
長
期
的
な
視
点
に
立
っ
て
、
継
続
的
に

実
施
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
と
も
強
力
に
推
進
し
て
ま
い
り
た
い
。
」
と
、
何
ら
明
確
な
答
弁
が

な
さ
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
、
「
一
等
海
士
自
殺
事
件
」
に
つ
い
て
の
情
報
開
示
に
応
じ
な
い
防
衛
省
の
対
応
を
含
め
、
人
間

関
係
や
業
務
を
進
め
る
上
で
の
や
り
方
等
、
防
衛
省
と
い
う
組
織
そ
の
も
の
に
何
ら
か
の
問
題
は
な
い
の
か
、
改
め
て
質
問

三



す
る
。

右
質
問
す
る
。

四


